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(57)【要約】
【課題】工業材料を保護するためのアミドアルキルアミン含有アゾール組成物を提供する
。
【解決手段】微生物による攻撃および／または破壊から工業材料を保護するための、
ａ）少なくとも１種のアゾール、および
ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種のアミドアルキルアミン、それらの塩および／または酸付
加化合物、

［式中、Ｒ１は、場合により置換されていてもよいＣ１～Ｃ４０－アルキルまたはＣ２～
Ｃ４０－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して水素またはＣ１～
Ｃ８－アルキルを表し、そしてｎは、１～６の整数を表す］を含む組成物の使用。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微生物による攻撃および／または破壊から工業材料を保護するための組成物の使用であ
って、
ａ）少なくとも１種のアゾール、および
ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種のアミドアルキルアミン、それらの塩および／または酸付
加化合物、
【化１】

［式中、Ｒ１は、場合により置換されていてもよいＣ１～Ｃ４０－アルキルまたはＣ２～
Ｃ４０－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して水素またはＣ１～
Ｃ８－アルキルを表し、そしてｎは、１～６の整数を表す］
を含む組成物の使用。
【請求項２】
　前記組成物が、成分ａ）として、少なくとも１種のトリアゾール、特に、アザコナゾー
ル、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジクロブトラゾール、ジフ
ェノコナゾール、ジニコナゾール、エポキシコナゾール、エタコナゾール、フェンブコナ
ゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、ファーコナゾール、
ヘキサコナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、ミクロブタニル、メトコナゾ
ール、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、シメコナゾール、テブ
コナゾール、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリチコナゾール
、およびウニコナゾール、ならびにそれらの金属塩および酸アダクトからなる群より選択
されるトリアゾールを含むことを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記組成物が、テブコナゾール、プロピコナゾール、およびシプロコナゾールからなる
群より選択される少なくとも１種のアゾール、ならびに、場合によっては、トリアジメノ
ールおよびトリアジメホンからなる群より選択されるさらなるアゾールを含むことを特徴
とする、請求項１に記載の使用。
【請求項４】
　前記組成物が、Ｒ１が、Ｃ２～Ｃ３６－アルキルまたはＣ２～Ｃ３６－アルケニルを表
し、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４が、互いに独立して、水素またはＣ１～Ｃ４－アルキルを表し
、そしてｎが１～４の数を表す式（Ｉ）の少なくとも１種の化合物、それらの塩および／
または酸付加反応生成物を含むことを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項５】
　前記組成物が、
Ｒ１が、Ｃ５～Ｃ１９－アルキルまたはＣ５～Ｃ１９－アルケニルを表し、
Ｒ２およびＲ３がそれぞれ、メチルを表し、
Ｒ４が、水素を表し、そして
ｎが３を表す、
式（Ｉ）の少なくとも１種の化合物、それらの塩および／または酸付加反応生成物を含む
ことを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項６】
　前記組成物が、前記式（Ｉ）の化合物を基準にして、０．０１モル未満、特には０．０
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０１モル未満のキレート化剤を含むことを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項７】
　前記工業材料が、木材、木製品、または木材／プラスチック複合材料であることを特徴
とする、請求項１に記載の使用。
【請求項８】
　木材腐朽性担子菌、特に単室担子菌類から、木材、木製品、または木材／プラスチック
複合材料を保護するための、請求項１に記載の使用。
【請求項９】
　組成物であって、
ａ１）以下のものからなる群より選択される少なくとも１種のアゾール：アザコナゾール
、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジクロブトラゾール、ジフェ
ノコナゾール、ジニコナゾール、エポキシコナゾール、エタコナゾール、フェンブコナゾ
ール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、ファーコナゾール、ヘ
キサコナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、ミクロブタニル、メトコナゾー
ル、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、シメコナゾール、テブコ
ナゾール、テトラコナゾール、トリチコナゾール、およびウニコナゾール、ならびにそれ
らの金属塩および酸アダクト；
ａ２）場合によっては、トリアジメノールおよびトリアジメホンからなる群より選択され
る１種のアゾール；
ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種のアミドアルキルアミン、それらの塩および／または酸付
加化合物、

【化２】

［式中、Ｒ１は、場合により置換されていてもよいＣ１～Ｃ４０－アルキルまたはＣ２～
Ｃ４０－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、互いに独立して水素またはＣ１

～Ｃ８－アルキルを表し、そしてｎは、１および６からの整数を表す］
を含む、組成物。
【請求項１０】
　テブコナゾール、プロピコナゾール、およびシプロコナゾールからなる群より選択され
る少なくとも１種のアゾール、ならびに、場合によっては、トリアジメノールおよびトリ
アジメホンからなる群より選択される１種のさらなるアゾールを含む、請求項９に記載の
組成物。
【請求項１１】
　工業材料、特に木材、木製品、または木材／プラスチック複合材料であって、
ａ）少なくとも１種のアゾール、および
ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種のアミドアルキルアミン、それらの塩および／または酸付
加化合物、
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【化３】

［式中、Ｒ１は、場合により置換されていてもよいＣ１～Ｃ４０－アルキルまたはＣ２～
Ｃ４０－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、互いに独立して水素またはＣ１

～Ｃ８－アルキルを表し、そしてｎは、１～６の整数を表す］、
を含む工業材料。
【請求項１２】
　微生物による攻撃および／または破壊から工業材料を保護するための方法であって、
ａ）少なくとも１種のアゾール、および
ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種のアミドアルキルアミン、それらの塩および／または酸付
加化合物、
【化４】

［式中、Ｒ１は、場合により置換されていてもよいＣ１～Ｃ４０－アルキルまたはＣ２～
Ｃ４０－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３、およびＲ４は、互いに独立して水素またはＣ１

～Ｃ８－アルキルを表し、そしてｎは、１～６の整数を表す］、
を含む少なくとも１種の組成物を、前記微生物またはその生息地に作用させることを特徴
とする、方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、工業材料を保護するためのアミドアルキルアミン含有アゾール組成物の使用
、それに相当する組成物、工業材料、ならびに工業材料を保護するための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特に真菌から木材を保護するための活性化合物は、非常に多くのタイプの化合物から得
られる。特に重要なのは、アゾール、とりわけトリアゾールである。しかしながら、個々
の活性化合物では有害真菌に対する全スペクトルをカバーできないので、多くの場合、活
性化合物を組み合わせて使用したり、活性化合物を相応に高い適用量で使用したりしなけ
ればならない。
【０００３】
　（特許文献１）においては、作物保護に使用するために、特定の脂肪酸アミドアミンを
水溶性および油溶性の殺虫剤に添加して、エマルションを安定化させている。それらは物
理的な貯蔵安定性を向上させると共に、相応により高い活性（補助的効果）が得られるこ
とも記載されている。しかしながら、後者は、不安定な活性化合物の調製物が最適な効果
を有することが一般的には不可能であるということからの最適であり、その理由はひとえ
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に、沈殿分離したり、微細に分散されなくなったりした活性化合物は、当然のことながら
使用時には活性が低くなるからである。しかしながら、（特許文献２）は、その添加物に
よって活性が向上したものとは理解されない。
【０００４】
　（特許文献３）によれば、アゾールの活性は四級アンモニウム化合物または三級アミン
塩を添加することによって改良することができる。しかしながら、それらの化合物は、そ
れらなりに殺生物活性でなければならない、すなわちそれらは活性化合物でなければなら
ない（５頁２３行および３２～３５行、参照）。したがって、それらは必然的に殺生物剤
として機能している。したがって、それらの添加物は、他のものと組み合わさって古典的
な活性化合物混合物を与える、古典的な活性化合物とみなすべきものである。しかしなが
ら、多くの場合、さらなる活性化合物が、ある種の用途では避けなければならないような
デメリットを伴っている。しかしながら、それら自体が活性化合物ではない添加物によっ
て、活性が向上することについての記載はない。
【０００５】
　活性化合物のこれらの欠点を克服するために、材料を保護するため、特に木材を保護す
るための、活性向上のための各種の選択肢が検討されてきた。
【０００６】
　（特許文献４）には、木材保護においてアゾールの活性を向上させるためにフェノール
性の抗酸化剤を使用することが記載されている。しかしながら、それらの抗酸化剤たとえ
ばＢＨＴは、（アゾールを基準にして）約４５０：１のような極めて大過剰で使用されて
いる。活性を向上させるために大量の添加剤を使用することによりコストが上がるので、
これは極めて不利である。
【０００７】
　（特許文献５）には、木材保護においてアゾールの活性を向上させるためにアミンオキ
シドを使用することが記載されている。しかしながら、それらアミンオキシドが水溶性で
あるという事実のために、その処理をした木材からアミンオキシドが、水によって容易に
洗い出されるために、向上した活性が再び失われる。
【０００８】
　（特許文献６）には特に、いくつかのアゾールたとえばトリアジメホンに対して、微生
物、特に植物病原性真菌（すなわち、植物においてのみ発生する真菌）に対する活性向上
剤としての、キレート剤と組み合わせたある種の三級または四級アミンの記載がある。（
特許文献７）にもまた、植物保護の分野において使用する殺虫剤のための活性向上剤が開
示されている。しかしながら、作物保護に関して記載されている、活性向上剤の存在下ま
たは非存在下における殺真菌性作用を、たとえば、特に木材腐朽性担子菌に対して自動的
に移し替えることは不可能であるが、その理由は、工業材料保護の場合においては、それ
ら活性化合物が、安定性、溶出挙動、色、および基本的に異なる配合補助剤との相溶性な
どの点に関して、作物保護の場合とは基本的に異なった要求を満たさなければならないか
らである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】独国特許出願公開第Ａ－１９９５３２７４号明細書
【特許文献２】独国特許第１９９５３２７４号明細書
【特許文献３】国際公開第９３／０２５５７号パンフレット
【特許文献４】米国特許第６２３１６５１号明細書
【特許文献５】国際公開第００７１３１４号パンフレット
【特許文献６】国際公開第９５／１７８１７号パンフレット
【特許文献７】国際公開第０１／９５７２０号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１０】
　本発明の目的は、微生物特に木材腐朽性担子菌、特に単室担子菌類による攻撃および／
または破壊から、工業材料、特に木材を保護するためのアゾールのための活性向上剤を提
供することであった。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
したがって、驚くべきことには、以下のものを含む組成物を使用すると、微生物による攻
撃および／または破壊から工業材料を保護することができることが見出された：
ａ）少なくとも１種のアゾール、および
ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種のアミドアルキルアミン、それらの塩および／または酸付
加化合物
【化１】

［式中、Ｒ１は、場合により置換されていてもよいＣ１～Ｃ４０－アルキルまたはＣ２～
Ｃ４０－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して、水素またはＣ１

～Ｃ８－アルキルを表し、
そして、ｎは、１～６の整数を表す］。
【００１２】
　使用されるアゾールは、好ましくは殺真菌活性なアゾール、特には少なくとも１種のト
リアゾールまたは少なくとも１種のイミダゾールである。特に好ましいのは、トリアゾー
ルである。この点に関しては、本発明において使用するための組成物は好ましくは、殺微
生物性組成物として、特に殺真菌性組成物として採用される。
【００１３】
　特に好ましいアゾールは、以下のものからなる群より選択されるトリアゾールである：
アザコナゾール、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジクロブトラ
ゾール、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、エポキシコナゾール、エタコナゾール、
フェンブコナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、ファー
コナゾール、ヘキサコナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、ミクロブタニル
、メトコナゾール、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、シメコナ
ゾール、テブコナゾール、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリ
チコナゾール、およびウニコナゾール、ならびにそれらの金属塩および酸アダクト。
【００１４】
　特に好ましいイミダゾールは、たとえば、クロトリマゾール、ビフォナゾール、クリン
バゾール、エコナゾール、フェナパニル、イマザリル、イソコナゾール、ケトコナゾール
、ロンバゾール、ミコナゾール、ペフラゾエート、プロクロラズ、トリフルミゾール、な
らびにそれらの金属塩および酸アダクトである。
【００１５】
　本発明においては、テブコナゾール、プロピコナゾール、およびシプロコナゾールから
なる群より選択される少なくとも１種のアゾール、ならびに場合によってはさらにトリア
ジメノールおよびトリアジメホンからなる群より選択されるアゾールを含む組成物を使用
するのが好ましい。
【００１６】
　ここでも、特に好ましいのは以下のアゾールの組合せである：テブコナゾールとトリア



(7) JP 2011-1363 A 2011.1.6

10

20

30

40

50

ジメホン、テブコナゾールとプロピコナゾール、テブコナゾールとシプロコナゾール、な
らびにプロピコナゾールとシプロコナゾール。
【００１７】
　本発明において使用するための好ましい組成物には、式（Ｉ）の少なくとも１種の化合
物、それらの塩および／または酸付加反応生成物を含むが、中でも好ましいのは次のもの
である：
Ｒ１が、Ｃ２～Ｃ３６－アルキルまたはＣ２～Ｃ３６－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３お
よびＲ４が、互いにそれぞれ独立して水素またはＣ１～Ｃ４－アルキルを表し、そして
ｎが、１～４の数を表す。
【００１８】
　本発明において使用するための極めて特に好ましい組成物には、以下の式（Ｉ）の少な
くとも１種の化合物、それらの塩および／または酸付加反応生成物を含む：
Ｒ１が、Ｃ５～Ｃ１９－アルキルまたはＣ５～Ｃ１９－アルケニルを表し、
Ｒ２およびＲ３がそれぞれ、メチルを表し、
Ｒ４が、水素を表し、そして
ｎが３を表す。
【００１９】
　Ｒ１の意味合いにおけるアルケニル基には、１個または複数の二重結合を含んでいても
よい。
【００２０】
　式（Ｉ）の化合物は、単独で使用しても、あるいは混合物として使用してもよい。式（
Ｉ）の化合物が異なった基Ｒ１を有するものの混合物であるのが、特に好ましい。特に好
ましいのは、以下のものを含む式（Ｉ）の化合物の混合物である：
５～１０重量％の、Ｒ１＝オクタン酸のアルキル基、すなわちＣ７Ｈ１５である（Ｉ）、
５～９重量％の、Ｒ１＝デカン酸のアルキル基、すなわちＣ９Ｈ１９である（Ｉ）、
４１～５３重量％の、Ｒ１＝ドデカン酸のアルキル基、
１６～２１重量％の、Ｒ１＝テトラデカン酸のアルキル基、
８～１２重量％の、Ｒ１＝ヘキサデカン酸のアルキル基である（Ｉ）、
５～１０重量％の、Ｒ１＝オレイン酸のアルケニル基である（Ｉ）、
ここで、式（Ｉ）のＲ２～Ｒ４の他の基、およびｎは先に述べた意味合いを有している。
特に好ましいのは、ｎ＝３で、Ｒ２およびＲ３がそれぞれメチルを表し、Ｒ４が水素を表
す場合である。
【００２１】
　混合物には、Ｒ１＝他の脂肪酸の基である化合物（Ｉ）をさらなる量で含んでいてもよ
い。
【００２２】
　一例としては、０～５重量％の、Ｒ１＝リノール酸のアルケニル基である（Ｉ）が挙げ
られる。
【００２３】
　上述のＲ１混合物のＲ１基がヤシ油をベースとする式（Ｉ）の化合物の一例は、アクゾ
・ノーベル（Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ）製のアドシー（Ａｄｓｅｅ）（登録商標）Ｃ８０Ｗ
製品である。
【００２４】
　使用する成分ａ）のアゾールは、成分ｂ）の化合物に対して、好ましくは（５０：１）
から（１：５０）まで、特には（１０：１）から（１：１０）まで、特に好ましくは（５
：１）から（１：５）までの重量比で採用する。成分ｂ）は、成分ａ）に対して、好まし
くは（０．５：１）から（８：１）まで、特に（２：１）から（５：１）までの重量比で
採用する。
【００２５】
　本発明において使用する組成物は、固体の形状であっても、液体の形状であってもよい
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。たとえば溶液、エマルション、懸濁液、粉体、顆粒、ペースト、エアロゾル、さらには
ポリマー物質中のマイクロカプセルなどの配合物が好適である。
【００２６】
　本発明において使用するには、水および／または有機溶媒を含む組成物が好ましい。使
用するエクステンダーが水である場合には、補助溶媒として、適切な有機溶媒すなわち、
水との混和性があって単一相を形成することが可能な有機溶媒を採用することも可能であ
る。
【００２７】
　好適な有機溶媒として、たとえば以下のものが挙げられる：芳香族化合物たとえば、キ
シレン、トルエン、またはアルキルナフタレン、塩素化芳香族化合物または塩素化脂肪族
炭化水素たとえば、クロロベンゼン、クロロエチレン、または塩化メチレン、脂肪族炭化
水素たとえば、シクロヘキサンまたはパラフィン、たとえば鉱油留分（ホワイトスピリッ
ト、シェル・ケミカル（Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）製のシェルゾル（Ｓｈｅｌｌｓ
ｏｌ）（登録商標）Ｄ６０）、一価アルコールたとえば、エタノール、イソプロパノール
、およびブタノール、多価アルコールたとえば、グリセロール、ペンタエリスリトール、
ポリビニルアルコール（たとえば、クラレ（Ｋｕｒａｒａｙ）製のモヴィオール（Ｍｏｗ
ｉｏｌ）（登録商標））、グリコールたとえば、エチレングリコールおよびプロピレング
リコール、オリゴグリコールならびにポリグリコール、オリゴグリコールのエーテルたと
えば、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル（たとえば、ダウ（Ｄｏｗ）製のダウ
アノール（Ｄｏｗａｎｏｌ）（登録商標）ＴＰＭ）、アルコールのエーテルおよびエステ
ルたとえば、２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノ（２－メチルプロ
ピオネート）（イーストマン（Ｅａｓｔｍａｎ）のテキサノール（Ｔｅｘａｎｏｌ）（登
録商標）に相当）、ケトンたとえば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチル
ケトン、またはシクロヘキサノン、特に強極性非プロトン性溶媒たとえば、ジメチルホル
ムアミドおよびジメチルスルホキシド、ならびにさらには、たとえば、完全にエーテル化
されたグリコール、オリゴグリコールおよびポリグリコールたとえば、エチレングリコー
ルジブチルエーテル、エーテル化ポリオールおよびエステル化ポリオール、一塩基性およ
び多塩基性カルボン酸のエステルたとえば、アジピン酸ジイソブチル、マレイン酸ジイソ
ブチル（たとえば、ローディアソルブ（Ｒｏｈｄｉａｓｏｌｖ）（登録商標）ＤＩＢ）。
【００２８】
　しかしながら、上述の有機溶媒は、水がまったく無いか、または少なくとも少量の水と
共に好適に使用してもよい。成分ａ）およびｂ）に加えて、その組成物には、溶媒、特に
９５重量％を超える、好ましくは９８重量％を超える少なくとも１種の有機溶媒からなる
溶媒を含んでいるのが好ましい。特に好ましいのは、極性で非プロトン性の溶媒たとえば
、ジメチルホルムアミドまたはジメチルスルホキシド、ならびにさらにはたとえば、完全
にエーテル化されたグリコール、オリゴグリコールおよびポリグリコール、エーテル化ポ
リオールおよびエステル化ポリオール、一塩基性および多塩基性カルボン酸のエステルた
とえば、アジピン酸ジイソブチル、マレイン酸ジイソブチル（たとえば、ローディアソル
ブ（Ｒｏｈｄｉａｓｏｌｖ）（登録商標）ＤＩＢ）などである。
【００２９】
　本発明による組成物にはさらに、さらなる成分として、以下のものが含まれていてもよ
い：粘着剤たとえばカルボキシメチルセルロース、天然および合成の粉末状、粒状または
ラテックス状のポリマーたとえば、アラビアゴム、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニ
ル、およびさらには天然リン脂質たとえばセファリンおよびレシチン、および合成リン脂
質、さらには鉱物油および植物油、およびさらには乳化剤および／または発泡剤たとえば
、ノニオン性およびアニオン性乳化剤たとえば、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル（た
とえば、ヒマシ油エトキシレート）、ポリオキシエチレン脂肪族アルコールエーテル、ア
ルキルアリールポリグリコールエーテル、アルキルスルホン酸エステル、スルホン酸アル
キル、スルホン酸アリール、ならびにさらにはタンパク質加水分解物。好適な分散剤とし
ては、たとえばリグノサルファイトの廃液、およびメチルセルロースが挙げられる。
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【００３０】
　上述の成分ａ）およびｂ）に加えて、採用される組成物には、少なくとも１種の極性有
機溶媒、特に２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノ－（２－メチルプ
ロピオネート）、たとえばテキサノール（Ｔｅｘａｎｏｌ）（登録商標）、および少なく
とも１種の乳化剤、特にポリオキシエチレン脂肪酸エステル、好ましくはヒマシ油エトキ
シレート、ならびに適切であるならば水を含んでいるのが好ましい。
【００３１】
　採用される組成物には、キレート化剤を、採用される式（Ｉ）の化合物１モル当たり、
０．０１モル未満、好ましくは０．００１モル未満の量で含んでいるのが好ましい。
【００３２】
　その組成物にさらに、着色剤、たとえば無機顔料、たとえば酸化鉄、酸化チタン、プル
シアンブルー、酸化銅、ならびに有機染料たとえば、アリザリン染料、アゾ染料、および
メタルフタロシアニン染料を含んでいてもよい。
【００３３】
　一般的には、採用される組成物には好ましくは、成分ａ）およびｂ）を０．１～９５重
量％、好ましくは０．５～９０重量％の量で含む。
【００３４】
　本発明において使用するための組成物には、活性スペクトルを拡げたり、抵抗性の伸展
を抑制したりするための、さらなる活性化合物たとえば、殺真菌剤、殺菌剤および／また
は殺虫剤をさらに含んでいてもよい。多くの場合、相乗効果が得られる、すなわち活性化
合物を組み合わせたときの有効性が、ここの成分の有効性よりも高くなる。
【００３５】
　特に好適な混合成分としては、たとえば以下の化合物が挙げられる：
　ピリジンおよびピリミジン、たとえば、アンシミドール、ブチオベート、フェナリモル
、メパニピリン（ｍｅｐａｎｉｐｙｒｉｎ）、ヌアリモル、ピロキシフル、トリアミロル
（ｔｒｉａｍｉｒｏｌ）；
　スクシネートデヒロドゲナーゼ阻害剤、たとえば、ベノダニル、ビクサフェン（ｂｉｘ
ａｆｅｎ）、ボスカリド、カルボキシム、カルボキシムスルホキシド、シクラフルラミド
（ｃｙｃｌａｆｌｕｒａｍｉｄ）、フェンフラム、フルタニル（ｆｌｕｔａｎｉｌ）、フ
ラメトピル、フルカルバニル、フルメシクロックス、メベニル、メプロニル、メトフロキ
サム、メトスルホバックス、ニコビフェン、ピロカルボリド（ｐｙｒｏｃａｒｂｏｌｉｄ
）、オキシカルボキシン、シルラン（Ｓｈｉｒｌａｎ）、シードバックス（Ｓｅｅｄｖａ
ｘ）；
　ナフタレン誘導体、たとえば、テルビナフィン、ナフチフィン、ブテナフィン、３－ク
ロロ－７－（２－アザ－２，７，７－トリメチルオクト－３－エン－５－イン）；
　スルフェンアミド、たとえば、ジクロフルアニド、トリルフルアニド、ホルペット、フ
ルオロホルペット；キャプタン、カプトホール（ｃａｐｔｏｆｏｌ）；
　ベンゾイミダゾール、たとえば、カルベンダジム、ベノミル、フベリダゾール、チアベ
ンダゾール、またはそれらの塩；
　モルホリン誘導体、たとえば、アルジモルフ、ジメトモルフ、ドデモルフ、ファリモル
フ、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、トリデモルフ、トリモルファミド、および
それらのアリールスルホネートたとえば、ｐ－トルエンスルホン酸およびｐ－ドデシルフ
ェニルスルホン酸；
　ベンゾチアゾール、たとえば、２－メルカプトベンゾチアゾール；
　ベンゾチオフェンジオキシド、たとえば、Ｎ－シクロヘキシル－ベンゾ［ｂ］チオフェ
ンカルボキサミドＳ，Ｓ－ジオキシド；
　ベンズアミド、たとえば、２，６－ジクロロ－Ｎ－（４－トリフルオロメチルベンジル
）ベンズアミド、テクロフタラム；
　ホウ素化合物、たとえば、ホウ酸、ホウ酸エステル、ホウ砂；
　ホルムアルデヒドおよびホルムアルデヒド放出性化合物、たとえばベンジルアルコール
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モノ（ポリ）ヘミホルマール、ｎ－ブタノールヘミホルマール、ダゾメット、エチレング
リコールヘミホルマール、ヘキサヒドロ－Ｓ－トリアジン、ヘキサメチレンテトラミン、
Ｎ－ヒドロキシメチル－Ｎ’－メチルチオ尿素、Ｎ－メチロールクロロアセトアミド、オ
キサゾリジン、パラホルムアルデヒド、タウロリン、テトラヒドロ－１，３－オキサジン
、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）アミンメタノール、テトラメチロールアセチレンジ尿
素；
　イソチアゾリノン、たとえば、Ｎ－メチルイソチアゾリン－３－オン、５－クロロ－Ｎ
－メチルイソチアゾリン－３－オン、４，５－ジクロロ－Ｎ－オクチルイソチアゾリン－
３－オン、５－クロロ－Ｎ－オクチルイソチアゾリノン、Ｎ－オクチルイソチアゾリン－
３－オン、４，５－トリメチレンイソチアゾリノン、４，５－ベンゾイソチアゾリノン；
　アルデヒド、たとえば、ケイ皮アルデヒド、ホルムアルデヒド、グルタルジアルデヒド
、β－ブロモケイ皮アルデヒド、ｏ－フタルジアルデヒド；
　チオシアネート、たとえば、チオシアナトメチルチオベンゾチアゾール、メチレンビス
チオシアネート；
　四級アンモニウム化合物およびグアニジン、たとえば、ベンザルコニウムクロリド、ベ
ンジルジメチルテトラデシルアンモニウムクロリド、ベンジルジメチルドデシルアンモニ
ウムクロリド、ジクロロベンジルジメチルアルキルアンモニウムクロリド、ジデシルジメ
チルアンモニウムクロリド、ジオクチルジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ－ヘキサデシ
ルトリメチルアンモニウムクロリド、１－ヘキサデシルピリジニウムクロリド、イミノク
タジントリス（アルベシレート）；
　ヨウ素誘導体、たとえば、ジヨードメチルｐ－トリルスルホン、３－ヨード－２－プロ
ピニルアルコール、４－クロロフェニル－３－ヨードプロパルギルホルマール、エチルカ
ルバミン酸３－ブロモ－２，３－ジヨード－２－プロペニル、２，３，３－トリヨードア
リルアルコール、３－ブロモ－２，３－ジヨード－２－プロペニルアルコール、ｎ－ブチ
ルカルバミン酸３－ヨード－２－プロピニル、ｎ－ヘキシルカルバミン酸３－ヨード－２
－プロピニル、シクロヘキシルカルバミン酸３－ヨード－２－プロピニル、フェニルカル
バミン酸３－ヨード－２－プロピニル；
　フェノール、たとえば、トリブロモフェノール、テトラクロロフェノール、３－メチル
－４－クロロフェノール、３，５－ジメチル－４－クロロフェノール、ジクロロフェン、
２－ベンジル－４－クロロフェノール、トリクロサン、ジクロサン、ヘキサクロロフェン
、ｐ－ヒドロキシ安息香酸エステル、ｏ－フェニルフェノール、ｍ－フェニルフェノール
、ｐ－フェニルフェノール、４－（２－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノキシ）フェ
ノール、４－（２－イソプロピル－４－メチルフェノキシ）フェノール、４－（２，４－
ジメチルフェノキシ）フェノール、ならびにそれらのアルカリ金属塩およびアルカリ土類
金属塩；
　活性化されたハロゲン基を有する殺微生物剤、たとえば、ブロノポール、ブロニドクス
、２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール、２－ブロモ－４’－ヒドロキシ
アセトフェノン、１－ブロモ－３－クロロ－４，４，５，５－テトラメチル－２－イミダ
ゾルジノン、β－ブロモ－β－ニトロスチレン、クロルアセトアミド、クロラミンＴ、１
，３－ジブロモ－４，４，５，５－テトラメチル－２－イミダゾルジノン、ジクロラミン
Ｔ、３，４－ジクロロ－（３Ｈ）－１，２－ジチオール－３－オン、２，２－ジブロモ－
３－ニトリルプロピオンアミド、１，２－ジブロモ－２，４－ジシアノブタン、ハラン、
ハラゾン、ムコ塩素酸、フェニル（２－クロロシアノビニル）スルホン、フェニル（１，
２－ジクロロ－２－シアノビニル）スルホン、トリクロロイソシアヌル酸；
　ピリジン、たとえば、１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン（およびそれらのＣｕ、Ｎ
ａ、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｚｎ塩）、テトラクロロ－４－メチル－スルホニルピリジン、ピリメタ
ノール（ｐｙｒｉｍｅｔｈａｎｏｌ）、メパニピリム、ジピリチオン、１－ヒドロキシ－
４－メチル－６－（２，４，４－トリメチルペンチル）－２（１Ｈ）ピリジン；
　メトキシアクリレートまたは同等物、たとえば、アゾキシストロビン、ジモキシストロ
ビン、フルオキサストロビン、クレソキシムメチル、メトミノストロビン、オリサストロ
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ビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、トリフロキシストロビン；
　金属石けん、たとえば、金属のスズ、銅および亜鉛と、高級脂肪酸、樹脂酸、ナフテン
酸（ｎａｐｈｔｈｅｎｏｉｃ　ａｃｉｄ）およびリン酸との塩、たとえば、ナフテン酸ス
ズ、オクタン酸スズ、２－エチルヘキサン酸スズ、オレイン酸スズ、リン酸スズ、安息香
酸スズ、ナフテン酸銅、オクタン酸銅、２－エチルヘキサン酸銅、オレイン酸銅、リン酸
銅、安息香酸銅、ナフテン酸亜鉛、オクタン酸亜鉛、２－エチルヘキサン酸亜鉛、オレイ
ン酸亜鉛、リン酸亜鉛、安息香酸亜鉛；
　金属塩、たとえば、金属のスズ、銅、亜鉛の塩、ならびにさらにはクロム酸塩および重
クロム酸塩、たとえば、ヒドロキシ炭酸銅、重クロム酸ナトリウム、重クロム酸カリウム
、クロム酸カリウム、硫酸銅、塩化銅、ホウ酸銅、フルオロケイ酸亜鉛、フルオロケイ酸
銅；
　酸化物、たとえば金属のスズ、銅および亜鉛の酸化物、たとえば、トリブチルスズオキ
シド、Ｃｕ２Ｏ、ＣｕＯ、ＺｎＯ；
　酸化剤、たとえば、過酸化水素、過酢酸、過硫酸カリウム；
　ジチオカルバメート類、たとえば、クフラネブ、フェルバン（ｆｅｒｂａｎ）、カリウ
ムＮ－ヒドロキシメチル－Ｎ’－メチルジチオカルバメート、ナトリウムジメチルジチオ
カルバメート、カリウムジメチルジチオカルバメート、マコゼブ（ｍａｃｏｚｅｂ）、マ
ンネブ、メタム、メチラム、サイラム、ジネブ、ジラム；
　ニトリル、たとえば、２，４，５，６－テトラクロロイソフタロニトリル、シアノジチ
オイミドカルバミン酸二ナトリウム；
　キノリン、たとえば、８－ヒドロキシキノリンおよびそれらの銅塩；
　その他の殺真菌剤および殺菌剤、たとえば、ベトザキシン（ｂｅｔｈｏｚａｘｉｎ）、
５－ヒドロキシ－２（５Ｈ）－フラノン、４，５－ベンゾジチアゾリノン、４，５－トリ
メチレンジチアゾリノン、Ｎ－（２－ｐ－クロロベンゾイルエチル）ヘキサミニウムクロ
リド、２－オキソ－２－（４－ヒドロキシフェニル）アセトヒドロキシシンナミルクロリ
ド、トリス－Ｎ－（シクロヘキシルジアゼニウムジオキシ）アルミニウム、Ｎ－（シクロ
ヘキシルジアゼニウムジオキシ）トリブチルスズもしくはそのカリウム塩、ビス－Ｎ－（
シクロヘキシルジアゼニウムジオキシ）銅；イプロバリカルブ、フェンヘキサミド、スピ
ロキサミン、カルプロパミド、ジフルメトリン（ｄｉｆｌｕｍｅｔｏｒｉｎ）、キノキシ
フェン、ファモキサドン、ポリオキソリム、アシベンゾラルＳ－メチル、フラメトピル、
チフルザミド、メタラキシル－Ｍ（ｍｅｔｈａｌａｘｙｌ－Ｍ）、ベンチアバリカルブ、
メトラフェノン、シフルフェナミド、チアジニル、ティーツリーオイル（ｔｅａ　ｔｒｅ
ｅ　ｏｉｌ）、フェノキシエタノール、
　Ａｇ、Ｚｎ、またはＣｕ含有ゼオライト、単独またはポリマー物質中に組み入れたもの
。
【００３６】
殺虫剤：
　アバメクチン、アセフェート、アセタミプリド、アセトプロール、アクリナトリン、ア
ラニカルブ、アルジカルブ、アルドキシカルブ、アルドリン、アレトリン、アルファ－シ
ペルメトリン、アミドフルメット、アミトラズ、エバーメクチン、アザジラクチン、アジ
ンホスＡ、アジンホスＭ、アゾシクロチン、
　バチルス・チューリンジェンシス、バートリン（ｂａｒｔｈｒｉｎ）、４－ブロモ－２
（４－クロロフェニル）－１－（エトキシメチル）－５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ
－ピロール－３－カーボニトリル、ベンダイオカルブ、ベンフラカルブ、ベンスルタップ
、ベータシフルトリン、ビフェトリン、ビオレスメトリン、ビオアレトリン、ビストリフ
ルロン、ブロモホスＡ、ブロモホスＭ、ブフェンカルブ、ブプロフェジン、ブタチオホス
、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、
　カズサホス、カルバリル、カルボフラン、カルボフェノチオン、カルボスルファン、カ
ルタップ、キノメチオネート、クロエトカルブ、４－クロロ－２－（２－クロロ－２－メ
チルプロピル）－５－［（６－ヨード－３－ピリジニル）メトキシ］－３（２Ｈ）－ピリ



(12) JP 2011-1363 A 2011.1.6

10

20

30

40

50

ダジノン（ＣＡＳ－ＲＮ：１２０９５５－７７－３）、クロルダン、クロルエトキシホス
、クロルフェナピル、クロルフェンビンホス、クロルフルアズロン、クロルメホス、Ｎ－
［（６－クロロ－３－ピリジニル）メチル］－Ｎ’－シアノ－Ｎ－メチルエタンイミドア
ミド、クロルピクリン、クロルピリホスＡ、クロルピリホスＭ、ｃｉｓ－レスメトリン、
クロシトリン（ｃｌｏｃｙｔｈｒｉｎ）、クロチアゾベン（ｃｌｏｔｈｉａｚｏｂｅｎ）
、シポフェノトリン（ｃｙｐｏｐｈｅｎｏｔｈｒｉｎ）、クロフェンテジン、クマホス、
シアノホス、シクロプロトリン、シフルトリン、シハロトリン、シヘキサチン、シペルメ
トリン、シロマジン、
　デカメトリン、デルタメトリン、デメトンＭ、デメトンＳ、デメトン－Ｓ－メチル、ジ
アフェンチウロン、ジアリホス、ダイアジノン、１，２－ジベンゾイル－l（１，１－ジ
メチル）ヒドラジン、ＤＮＯＣ、ジクロフェンチオン、ジクロルボス、ジクリホス（ｄｉ
ｃｌｉｐｈｏｓ）、ジクロトホス、ジフェチアロン、ジフルベンズロン、ジメトエート、
メチルカルバミン酸３，５－ジメチルフェニル、ジメチル（フェニル）シリルメチル－３
－フェノキシベンジルエーテル、ジメチル（４－エトキシフェニル）シリルメチル－３－
フェノキシベンジルエーテル、ジメチルビンホス、ジオキサチオン、ジスルホトン、
　エフルシラネート（ｅｆｌｕｓｉｌａｎａｔｅ）、エマメクチン、エムペントリン、エ
ンドスルファン、ＥＰＮ、エスフェンバレレート、エチオフェンカルブ、エチオン、エト
フェンプロックス、エトリムホス、エトキザゾール、エトベンザニド、
　フェナミホス、フェナザキン、フェンブタチンオキシド、フェンフルトリン、フェニト
ロチオン、フェノブカルブ、フェノチオカルブ、フェノキシカルプ、フェンプロパトリン
、フェンピラド、フェンピロキシメート、フェンスルホチオン、フェンチオン、フェンバ
レレート、フィプロニル、フロニカミド、フルアクリピリム、フルアズロン、フルシクロ
キシウロン、フルシトリネート、フルフェネリム、フルフェノクスロン、フルピラゾホス
（ｆｌｕｐｙｒａｚｏｆｏｓ）、フルフェンジン、フルメトリン、フルフェンプロックス
、フルバリネート、フォノホス、フォルメタネート、フォルモチオン、フォスメチラン（
ｆｏｓｍｅｔｈｉｌａｎ）、フォスチアゼート、フブフェンプロックス（ｆｕｂｆｅｎｐ
ｒｏｘ）、フラチオカルブ、
　ハロフェノシド（ｈａｌｏｆｅｎｏｃｉｄ）、ＨＣＨ、（ＣＡＳ　ＲＮ；５８－８９－
９）、ヘプテノホス、ヘキサフルムロン、ヘキシチアゾクス、ヒドラメチルノン、ヒドロ
プレン、
　イミダクロプリド、イミプロトリン、インドキシカルブ（ｉｎｄｏｘｙｃａｒｂ）、ヨ
ードフェンホス、イプリノメクチン（ｉｐｒｉｎｏｍｅｃｔｉｎ）、イプロベンホス、イ
サゾホス、イソアミドホス、イソフェンホス、イソプロカルブ、イソプロチオラン、イソ
キサチオン、イベルメクチン、ラマ－シハロトリン（ｌａｍａ－ｃｙｈａｌｏｔｈｒｉｎ
）、ルフェヌロン、
　カデドリン（ｋａｄｅｄｒｉｎ）、
　ラムダシハロトリン、ルフェヌロン、
　マラチオン、メカルバム、メルビンホス（ｍｅｒｖｉｎｐｈｏｓ）、メスルフェンホス
、メタアルデヒド、メタクリホス、メタミドホス、メチダチオン、メチオカルブ、メソミ
ル、メタルカルブ、ミルベメクチン、モノクロトホス、モキシエクチン（ｍｏｘｉｅｃｔ
ｉｎ）、
　ナレッド、ＮＩ１２５、ニコチン、ニテンピラム、ノビフルムロン、
　オメトエート、オキサミル、オキシデメトンＭ、オキシデプロホス、
　パラチオンＡ、パラチオンＭ、ペンフルロン、ペルメトリン、エチルカルバミン酸２－
（４－フェノキシフェノキシ）エチル、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメッ
ト、ホスファミドン、ホキシム、ピリミカーブ、ピリミホスＭ、ピリミホスＡ、プラレト
リン、プロフェノホス、プロメカルブ、プロパホス、プロポキスル、プロチオホス、プロ
トエート、ピメトロジン、ピラクロホス、ピリダフェンチオン、ピレスメトリン、ジョチ
ュウギク、ピリダベン、ピリダリル、ピリミジフェン、ピリプロキシフェン（ｐｙｒｉｐ
ｒｏｘｉｆｅｎ）、ピリチオバック－ナトリウム、
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　キナルホス、
　レスメトリン、ロテノン、
　サリチオン、セブホス（ｓｅｂｕｆｏｓ）、シラフルオフェン、スピノサド、スピロジ
クロフェン、スピロメシフェン、スルホテップ、スルプロホス、
　タウ－フルバリネート、タロイルス（ｔａｒｏｉｌｓ）、テブフェノジド、テブフェン
ピラド、テブピリムホス、テフルベンズロン、テフルトリン、テメホス、ターバム、ター
ブホス、テトラクロルビンホス、テトラメトリン、テトラメタカルブ（ｔｅｔｒａｍｅｔ
ｈａｃａｒｂ）、チアクロプリド、チアフェノックス（ｔｈｉａｆｅｎｏｘ）、チアメト
キサム、チアプロニル（ｔｈｉａｐｒｏｎｉｌ）、チオジカルブ、チオファノックス、チ
アゾホス（ｔｈｉａｚｏｐｈｏｓ）、チオシクラム、チオメトン、チオナジン、ツリンギ
エンシン、トラロメトリン、トランスフルトリン、トリアラテン（ｔｒｉａｒａｔｈｅｎ
）、トリアゾホス、トリアザメート、トリアズロン、トリクロルホン、トリフルムロン、
トリメタカルブ、
　バミドチオン、キシリルカルブ、ゼータメトリン（ｚｅｔａｍｅｔｈｒｉｎ）。
【００３７】
除草剤および殺藻剤：
　アセトクロール、アシフルオルフェン、アクロニフェン、アクロレイン、アラクロール
、アロキシジム、アメトリン、アミドスルフロン、アミトロール、スルファミン酸アンモ
ニウム、アニロフォス、アシュラム、アトラジン、アザフェニジン、アジプトロトリン（
ａｚｉｐｔｒｏｔｒｙｎｅ）、アジムスルフロン、
　ベナゾリン、ベンフルラリン、ベンフレセート、ベンスルフロン、ベンスルフィド（ｂ
ｅｎｓｕｌｆｉｄｅ）、ベンタゾン、ベンゾフェンキャップ（ｂｅｎｚｏｆｅｎｃａｐ）
、ベンズチアズロン、ビフェノックス、ビスピリバック、ビスピリバック－ナトリウム、
ホウ砂、ブロマシル、ブロモブチド、ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、ブタクロー
ル、ブタミホス、ブトラリン、ブチレート、ビアラホス、ベンゾイルプロップ、ブロモブ
チド、ブトロキシジム、
　カルベタミド、カルフェントラゾンエチル、カルフェンストロール（ｃａｒｆｅｎｓｔ
ｒｏｌｅ）、クロメトキシフェン、クロルアンベン、クロルブロムロン、クロルフルレノ
ール、クロリダゾン、クロリムロン、クロルニトロフェン、クロロ酢酸、クロランスラム
メチル、シニドンエチル、クロロトルロン、クロロキシウロン、クロルプロファム、クロ
ルスルフロン、クロルタール、クロルチアミド、シンメチリン、シノフルスロン（ｃｉｎ
ｏｆｕｌｓｕｒｏｎ）、クレホキシジム、クレトジム、クロマゾン、クロメプロップ、ク
ロピラリド、シアナミド、シアナジン、シクロエート、シクロキシジム、クロロキシニル
、クロジナホップ－プロパルギル、クミルロン、クロメトキシフェン、シハロホップ、シ
ハロホップブチル、クロピラスルフロン、シクロスルファムロン、
　ジクロスラム、ジクロプロップ、ジクロプロップＰ、ジクロホップ、ジエタチル、ジフ
ェノキスロン、ジフェンゾコート、ジフルフェニカン、ジフルフェンゾピル、ジメフロン
、ジメピペレート、ジメタクロル、ジメチピン、ジニトラミン、ジノセブ、ジノセブ酢酸
塩、ジノテルブ、ジフェナミド、ジプトロペトリン、ジクワット、ジチオピル、ジヅロン
（ｄｉｄｕｒｏｎ）、ＤＮＯＣ、ＤＳＭＡ、２，４－Ｄ、ダイムロン、ダラポン（ｄａｌ
ａｐｏｎ）、ダゾメット、２，４－ＤＢ、デスメディファム、デスメトリン、ジカンバ、
ジクロベニル、ジメタミド（ｄｉｍｅｔｈａｍｉｄ）、ジチオピル、ジメタメトリン、
　エグリナジン、エンドタール、ＥＰＴＣ、エスプロカルブ、エタルフルラリン、エチジ
ムロン、エトフメセート、エトベンザニド、エトキシフェン、エタメトスルフロン、エト
キシスルフロン、
　フェノキサプロップ、フェノキサプロップＰ、フェニュロン、フラムプロップ、フラム
プロップＭ、フラザスルフロン、フルアジホップ、フルアジホップＰ、フエナクロル（ｆ
ｕｅｎａｃｈｌｏｒ）、フルクロラリン、フルフェナセット、フルメツロン（ｆｌｕｍｅ
ｔｕｒｏｎ）、フルオログリコフェン、フルオロニトロフェン、フルプロパネート、フル
レノール、フルリドン、フルロクロリドン、フルロキシピル、ホメサフェン、ホサミン、
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ホサメチン（ｆｏｓａｍｅｔｉｎｅ）、フラムプロップイソプロピル、フラムプロップイ
ソプロピルＬ、フルフェンピル、フルミクロラックペンチル、フルミプロピン、フルミオ
キシジム（ｆｌｕｍｉｏｘｚｉｍ）、フルルタモン、フルミオキシジム（ｆｌｕｍｉｏｘ
ｚｉｍ）、フルピルスルフロンメチル、フルチアセットメチル、
　グリホサート、グリホシネートアンモニウム塩、
　ハロキシホップ、ヘキサジノン、
　イマザメタブンズ、イソプロツロン、イソキサベン、イソキサピリホップ、イマザピル
、イマザキン、イマゼタピル、アイオキシニル、イソプロパリン、イマゾスルフロン、イ
マザモックス、イソキサフルトール、イマザピック、
　ケトスピラドックス（ｋｅｔｏｓｐｉｒａｄｏｘ）、
　ラクトフェン、レナシル、リニュロン、
　ＭＣＰＡ、ＭＣＰＡヒドラジド、ＭＣＰＡチオエチル、ＭＣＰＢ、メコプロプ、メコプ
ロプ－Ｐ、メフェナセット、メフルイジド、メゾスルフロン、メタム、メタミホップ、メ
タミトロン、メタザクロール、メタベンズチアズロン、メタゾール、メトロプトリン（ｍ
ｅｔｈｏｒｏｐｔｒｙｎｅ）、メチルダイムロン、メチルイソチオシアネート、メトブロ
ムロン、メトキシウロン、メトリブジン、メトスルフロン、モリネート、モナリッド、モ
ナリニューロン（ｍｏｎａｌｉｎｕｒｏｎ）、ＭＳＭＡ、メトラクロール、メトスラム、
メトベンズロン、
　ナプロアニリド、ナプロパミド、ナプタラム、ネブロン、ニコスルフロン、ノルフルラ
ゾン、塩素酸ナトリウム、
　オキサジアゾン、オキシフルオルフェン、オキシスルフロン、オルベンカルブ、オリザ
リン、オキサジアルギル、
　プロピザミド、プロスルホカルブ、ピラゾレート、ピラゾルスルフロン（ｐｙｒａｚｏ
ｌｓｕｌｆｕｒｏｎ）、ピラゾキシフェン、ピリベンゾキシム、ビリブチカルブ、ピリデ
ート、パラコート、ペブレート、ペンジメタリン、ペンタクロロフェノール、ペントキサ
ゾン、ペンタノクロール、石油、フェンメディファム、ピクロラム、ピペロホス、プレチ
ラクロール、プリミスルフロン、プロジアミン、プロホキシジム、プロメトリン、プロパ
クロール、プロパニル、プロパキザフォブ（ｐｒｏｐａｑｕｉｚａｆｏｂ）、プロパジン
、プロファム、プロピソクロル、ピリミノバックメチル、ペラルゴン酸、ピリチオバック
、ピラフルフェン－エチル、
　キンメラック、キノクロアミン（ｑｕｉｎｏｃｌｏａｍｉｎｅ）、キザロホップ、キザ
ロホップＰ、キンクロラック、
　リムスルフロン、
　セトキシジム、シフロン（ｓｉｆｕｒｏｎ）、シマジン、シメトリン、スルホスルフロ
ン、スルホメツロン、スルフェントラゾン、スルコトリオン、スルホサート、
　タール油、ＴＣＡ、ＴＣＡ－ナトリウム塩、テブタム、テブチウロン、ターバシル、テ
ルブメトン、テルブリラジン、テルブトリン、チアザフルロン、チフェンスルフロン、チ
オベンカルブ、チオカルバジル、トラルコキシジム、トリアレート、トリアスルフロン、
トリベヌロン、トリクロピル、トリジファン、トリエタジン、トリフルオラリン（ｔｒｉ
ｆｌｕｏｒａｌｉｎ）、タイコール（ｔｙｃｏｒ）、チジアジミン、チアゾピル、トリフ
ルスルフロン、
　バーノレート。
【００３８】
　本発明の文脈においては、「工業材料（ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　ｍａｔｅｒｉａｌｓ）
」という用語は、産業において使用するために準備された非生物（ｎｏｎ－ｌｉｖｉｎｇ
）材料を意味していると理解されたい。微生物による変化または破壊から本発明によって
保護される工業材料としては、たとえば以下のものが挙げられる：接着剤、紙およびボー
ド、織物、皮革、木材、木製品、木材－プラスチック複合材料、ペイント、合成物品、冷
却潤滑剤、および微生物による攻撃または破壊を受ける可能性があるその他の材料。生産
プラントの一部、たとえば微生物の増殖によって損なわれる可能性がある冷却水循環路も
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また、保護されるべき材料としてあげられる。本発明の文脈における工業材料は、好まし
くは、接着剤、目止め剤、紙およびボード、皮革、木材、木製品、木材－プラスチック複
合材料、ペイント、冷却潤滑剤、および伝熱液体であり、特に好ましい工業材料は、木材
、木製品、および木材－プラスチック複合材料（ＷＰＣ）である。
【００３９】
　木材とは、特に以下のものを意味すると理解されたい：建築用材木、木製の梁、鉄道の
枕木、橋の構成要素、突堤、木材製の車両、箱、パレット、容器、電話線電柱、木製フェ
ンス、木製型桟、木製の窓およびドア、住宅建設、木工業、および指物業において使用さ
れる、指物および木材製品。
【００４０】
　木製品とは、特に以下のものを意味すると理解されたい：合板、チップボード、ファイ
バーボード、配向ストランドボード（ｏｒｉｅｎｔｅｄ　ｓｔｒａｎｄ　ｂｏａｒｄ）（
ＯＳＢ）または複合材料ボード。
【００４１】
　木材－プラスチック複合材料とは、特に以下のものを意味すると理解されたい：木材、
プラスチックおよび添加物からなる、熱可塑的に加工可能な複合材料。
【００４２】
　木材が特に好ましい。
【００４３】
　工業材料の劣化および変質を起こす微生物としては、たとえば、細菌、真菌、酵母、藻
類、およびスライムなどの生物体が挙げられる。本発明による混合物は、好ましくは、木
材腐朽性担子菌、好ましくは単室担子菌類に作用するのが好ましい。
【００４４】
　ここでは、特に以下の属の真菌をあげることができる：
コニオフォラ（Ｃｏｎｉｏｐｈｏｒａ）属、たとえば、コニオフォラ・プエタナ（Ｃｏｎ
ｉｏｐｈｏｒａ　ｐｕｅｔａｎａ）、
レンチヌス（Ｌｅｎｔｉｎｕｓ）属、たとえば、レンチヌス・チグリヌス（Ｌｅｎｔｉｎ
ｕｓ　ｔｉｇｒｉｎｕｓ）、
ポリポルス（Ｐｏｌｙｐｏｒｕｓ）属、たとえば、ポリポルス・ベルシコロル（Ｐｏｌｙ
ｐｏｒｕｓ　ｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ）、
グロエオフィルム（Ｇｌｏｅｏｐｈｙｌｌｕｍ）属、たとえば、グロエオフィルム・トラ
ベウム（Ｇｌｏｅｏｐｈｙｌｌｕｍ　ｔｒａｂｅｕｍ）、
ポリア（Ｐｏｒｉａ）属、たとえば、ポリア・プラセンタ（Ｐｏｒｉａ　ｐｌａｃｅｎｔ
ａ）、
ステレウム（Ｓｔｅｒｅｕｍ）属、たとえば、ステレウム・サンギノレンツム（Ｓｔｅｒ
ｅｕｍ　ｓａｎｇｕｉｎｏｌｅｎｔｕｍ）。
【００４５】
　さらに、本発明において使用される組成物は、木材腐朽性および軟腐病の原因となる子
嚢菌および関連の不完全菌に対しても作用するが、そのようなものとしては、たとえば以
下のものが挙げられる：
グレノスポラ（Ｇｌｅｎｏｓｐｏｒａ）属の種、たとえば、グレノスポラ・グラフィイ（
Ｇｌｅｎｏｓｐｏｒａ　ｇｒａｐｈｉｉ）、
カエトミウム（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ）属の種、たとえば、カエトミウム・グロボスム（
Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　ｇｌｏｂｏｓｕｍ）、
フミコーラ（Ｈｕｍｉｃｏｌａ）属の種、たとえば、フミコーラ・グリセア（Ｈｕｍｉｃ
ｏｌａ　ｇｒｉｓｅａ）、
ペトリエラ（Ｐｅｔｒｉｅｌｌａ）属の種、たとえば、ペトリエラ・セティフェラ（Ｐｅ
ｔｒｉｅｌｌａ　ｓｅｔｉｆｅｒａ）、
トリクルス（Ｔｒｉｃｈｕｒｕｓ）属の種、たとえば、トリクルス・スピラリス（Ｔｒｉ
ｃｈｕｒｕｓ　ｓｐｉｒａｌｉｓ）、
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レシトフォラ（Ｌｅｃｙｔｈｏｐｈｏｒａ）属の種、たとえば、レシトフォラ・ムタビリ
ス（Ｌｅｃｙｔｈｏｐｈｏｒａ　ｍｕｔａｂｉｌｉｓ）、
スクレオフォーマ（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｏｍａ）属の種、たとえば、スクレオフォーマ・ピ
ティフィラ（Ｓｃｌｅｒｏｐｈｏｍａ　ｐｉｔｙｏｐｈｉｌａ）
オーレオバシジウム（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ）属の種、たとえば、オーレオバシジ
ウム・プルランス（Ａｕｒｅｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）。
【００４６】
　驚くべきことには、本発明による使用によって、アゾールの活性を上げることが可能と
なり、それによって、活性の弱さが補われて、活性化合物の使用量を低減したり、有害真
菌のより広いスペクトルをカバーしたりすることが可能となることが、今や見出された。
【００４７】
　本発明はさらに、以下のものを含む組成物にも関する：
ａ１）以下のものからなる群より選択される少なくとも１種のアゾール：アザコナゾール
、ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジクロブトラゾール、ジフェ
ノコナゾール、ジニコナゾール、エポキシコナゾール、エタコナゾール、フェンブコナゾ
ール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、ファーコナゾール、ヘ
キサコナゾール、イミベンコナゾール、イプコナゾール、ミクロブタニル、メトコナゾー
ル、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、シメコナゾール、テブコ
ナゾール、テトラコナゾール、トリチコナゾール、およびウニコナゾール、ならびにそれ
らの金属塩および酸アダクト；
ａ２）場合によっては、トリアジメノールおよびトリアジメホンからなる群より選択され
る１種のアゾール；
ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種のアミドアルキルアミン、それらの塩および／または酸付
加化合物、
【化２】

［式中、Ｒ１は、場合により置換されていてもよいＣ１～Ｃ４０－アルキルまたはＣ２～
Ｃ４０－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して水素またはＣ１～
Ｃ８－アルキルを表し、そしてｎは、１～６の整数を表す］。
【００４８】
　本発明による好ましい組成物には、テブコナゾール、プロピコナゾール、およびシプロ
コナゾールからなる群より選択される少なくとも１種のアゾール、ならびに、場合によっ
ては、トリアジメノールおよびトリアジメホンからなる群より選択されるさらなるアゾー
ルが含まれる。
【００４９】
　別な場合においては、本発明により使用される組成物の好ましい範囲が、本発明による
組成物にも適用される。
【００５０】
　本発明はさらに、本発明による組成物を調製するための方法にも関する。
【００５１】
　本発明による組成物は、たとえば、個々の成分を、場合によってはエクステンダーすな
わち液状の溶媒と共に、場合によってはさらなる添加物と共に混合することにより調製す
ることができる。
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【００５２】
　本発明はさらに、以下のものを含む、工業材料、特に木材、木製品または木材／プラス
チック複合材料にも関する：
ａ）少なくとも１種のアゾール、および
ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種のアミドアルキルアミン、それらの塩および／または酸付
加化合物、
【化３】

［式中、Ｒ１は、場合により置換されていてもよいＣ２～Ｃ４０－アルキルまたはＣ２～
Ｃ４０－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して水素またはＣ１～
Ｃ８－アルキルを表し、そしてｎは、１～６の整数を表す］。
【００５３】
　さらに、本発明は、微生物による攻撃および／または破壊から工業材料を保護する方法
にも関し、それには以下のものを含む少なくとも１種の組成物が、それらの微生物または
その生息地に作用することを特徴とする：
ａ）少なくとも１種のアゾール、および
ｂ）式（Ｉ）の少なくとも１種のアミドアルキルアミン、それらの塩および／または酸付
加化合物、
【化４】

［式中、Ｒ１は、場合により置換されていてもよいＣ２～Ｃ４０－アルキルまたはＣ２～
Ｃ４０－アルケニルを表し、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して水素またはＣ１～
Ｃ８－アルキルを表す］。
【００５４】
　この方法は、本発明による使用と等価であると考えるべきである。そうでない場合には
、本発明による組成物を使用するための好適な範囲はすべて、この方法にも適用される。
【００５５】
　本発明による方法またはその使用においては、組成物を、塗装、浸漬、スプレー、含浸
、または各種の方法で工業材料に適用するのが好ましい。
【００５６】
　木材および木製品の場合には、工業的な含浸方法、たとえば、真空法、二重真空（ｄｏ
ｕｂｌｅ　ｖａｃｕｕｍ）法、真空加圧法、または加圧法を用いるのが好ましい。
【００５７】
　木材によって取り込まれる浸漬溶液の量は、その方法に依存する。真空加圧法において
は木材１ｍ３あたり２００～７００ｋｇの浸漬溶液を木材が取り込むのが好ましく、二重
真空法においては２０～４０ｋｇ／ｍ３が好ましい。含浸時間はその方法に依存し、加圧
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法においては、たとえば０．５～６時間であるし、二重真空法では３～６０分である。採
用される活性化合物にも依存するが、木材１ｍ３あたり、１０～５００ｇ、好ましくは５
０～４００ｇ、特には１００～３５０ｇ、好ましくは１００～２５０ｇの活性化合物およ
び追加の活性向上剤および場合によってはさらなる添加物を使用するのが好ましい。
【００５８】
　木材－プラスチック複合材料は、たとえば、木材粒子と熱可塑性ポリマーと組成物を、
熱エネルギーを加えながら混合し、具体的には押出成形または射出成形により調製するこ
とができる。
【実施例】
【００５９】
実施例１：木材腐朽性真菌のグロエオフィルム・トラベウム（Ｇｌｏｅｏｐｈｙｌｌｕｍ
　ｔｒａｂｅｕｍ）に対するテブコナゾールとアミドアルキルアミンとの組合せ
　木材腐朽性真菌のグロエオフィルム・トラベウム（Ｇｌｏｅｏｐｈｙｌｌｕｍ　ｔｒａ
ｂｅｕｍ）のコロニーから菌糸片を打ち抜いて、麦芽エキス／ペプトン含有栄養寒天上、
２６℃でインキュベートした。活性化合物および／またはアミドアルキルアミンを添加し
た場合と不添加の場合の菌糸の成長を比較した。記載の最小発育阻止濃度（ＭＩＣ）とは
、放射状の菌糸成長が完全に抑制される濃度である（インキュベーション時間は約１週間
であるが、活性化合物を含まない比較サンプルの真菌の成長に依存する）。
【００６０】
　すべての実施例において使用した式（Ｉ）のアミドアルキルアミンは次式の化合物であ
り、
Ｒ１－ＣＯＮＨ－（ＣＨ２）３－Ｎ（ＣＨ３）２

［式中、Ｒ１は各種の脂肪酸基の混合物を表す］；
従って、使用された式（Ｉ）の化合物は、以下の組成物の混合物として使用された：
５～１０重量％の、Ｒ１＝オクタン酸のアルキル基である（Ｉ）、
５～９重量％の、Ｒ１＝デカン酸のアルキル基である（Ｉ）、
４１～５３重量％の、Ｒ１＝ドデカン酸のアルキル基、
１６～２１重量％の、Ｒ１＝テトラデカン酸のアルキル基、
８～１２重量％の、Ｒ１＝ヘキサデカン酸のアルキル基である（Ｉ）、
５～１０重量％の、Ｒ１＝オレイン酸のアルケニル基である（Ｉ）。
【００６１】
　このアミドアルキルアミン混合物（以下においては、添加物Ｉと呼ぶ）は、市販製品の
アドシー（Ａｄｓｅｅ）（登録商標）Ｃ８０／Ｗ（アクゾ・ノーベル（Ａｋｚｏ　Ｎｏｂ
ｅｌ）製）を８０％強度の形で使用したが、それには、残りの成分として、水およびプロ
ピレングリコールが含まれている。
【００６２】
　相乗作用は、クル（Ｋｕｌｌ）らにより記載された方法により求めた（Ｆ．Ｃ．クル（
Ｆ．Ｃ．Ｋｕｌｌ），Ｐ．Ｃ．アイスマン（Ｐ．Ｃ．Ｅｉｓｍａｎｎ），Ｈ．Ｄ．シルベ
ストロビッツ（Ｈ．Ｄ．Ｓｙｌｖｅｓｔｒｏｗｉｃｚ），Ｒ．Ｌ．マイヤー（Ｒ．Ｌ．Ｍ
ａｙｅｒ）、アプライド・マイクロバイオロジー（Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ
ｏｇｙ），１９６１，９，５３８～５４１）。この場合、次式の関係を適用する：
（ＱＡ／Ｑａ）+（ＱＢ／Ｑｂ）＝Ｘ
Ｘ＝１：加成性を意味する。
Ｘ＞１：拮抗性を意味する。
Ｘ＜１：相乗性を意味する。
Ｑａ＝ＭＩＣである物質Ａの濃度
Ｑｂ＝ＭＩＣである物質Ｂの濃度
ＱＡ＝微生物の成長を抑制するＡ／Ｂの濃度中の物質Ａの濃度
ＱＢ＝微生物の成長を抑制するＡ／Ｂの濃度中の物質Ｂの濃度
【００６３】
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【表１】

【００６４】
　木材腐朽性真菌のグロエオフィルム・トラベウム（Ｇｌｏｅｏｐｈｙｌｌｕｍ　ｔｒａ
ｂｅｕｍ）の場合には、テブコナゾールと添加物１とが各種の比率で、優れた相乗作用を
示す。
【００６５】
実施例２：木材腐朽性真菌のポリア・プラセンタ（Ｐｏｒｉａ　ｐｌａｃｅｎｔａ）に対
するトリアジメホンとアミドアルキルアミンとの組合せ
　木材腐朽性真菌のポリア・プラセンタ（Ｐｏｒｉａ　ｐｌａｃｅｎｔａ）のコロニーか
ら菌糸片を打ち抜いて、麦芽エキス／ペプトン含有栄養寒天上、２６℃でインキュベート
した。活性化合物および／または添加物を添加した場合と不添加の場合の菌糸の成長を比
較した。記述された最小発育阻止濃度（ＭＩＣ）は、放射状の菌糸成長が完全に抑制され
る濃度である。
【００６６】

【表２】

【００６７】
　木材腐朽性真菌のポリア・プラセンタ（Ｐｏｒｉａ　ｐｌａｃｅｎｔａ）の場合には、
トリアジメホンと添加物１とが、相乗活性を示す。
【００６８】
実施例３：木材腐朽性真菌のポリア・プラセンタ（Ｐｏｒｉａ　ｐｌａｃｅｎｔａ）に対
するプロピコナゾールとアミドアルキルアミンとの組合せ
　木材腐朽性真菌のポリア・プラセンタ（Ｐｏｒｉａ　ｐｌａｃｅｎｔａ）のコロニーか
ら菌糸片を打ち抜いて、麦芽エキス／ペプトン含有栄養寒天上、２６℃でインキュベート
した。活性化合物および／または添加物を添加した場合と不添加の場合の菌糸の成長を比
較した。記述された最小発育阻止濃度（ＭＩＣ）は、放射状の菌糸成長が完全に抑制され
る濃度である。
【００６９】
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【表３】

【００７０】
　木材腐朽性真菌のポリア・プラセンタ（Ｐｏｒｉａ　ｐｌａｃｅｎｔａ）の場合には、
プロピコナゾールと添加物１とが、相乗活性を示す。
【００７１】
実施例４：（配合および有効性試験）
配合ａ）以下のものを含む、水乳化性濃縮物（ＥＣ）として配合されたテブコナゾール：
２．５重量％のテブコナゾール、３０重量％のヒマシ油エトキシレート、および６７．５
％の２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノ（２－メチルプロピオネー
ト）（テキサノール（Ｔｅｘａｎｏｌ）（登録商標））、
配合ｂ）以下のものを含む、水乳化性濃縮物（ＥＣ）として配合されたテブコナゾール＋
添加物１：
２．５重量％のテブコナゾール、１０重量％の添加物１（（水／プロピレングリコール）
中８０％強度）、３０％のヒマシ油エトキシレート、および５７．５重量％の２，２，４
－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノ（２－メチルプロピオネート）（テキサノ
ール（Ｔｅｘａｎｏｌ）（登録商標））。
【００７２】
　標準試験ＥＮ１１３と同様にして、配合物ａ）およびｂ）それぞれについて、木材腐朽
性真菌に対する試験におけるそれらの有効性を調べた。標準試験に比較して、より小さい
木材片を使用し、それらの木材を真菌の攻撃に暴露させる期間を短くした（８週間）。
【００７３】
　その目的を達成するために、松（ピヌス・シルベストリス（Ｐｉｎｕｓ　ｓｙｌｖｅｓ
ｔｒｉｓ）の乾燥試験片（２５×１５×４ｍｍ）を、それぞれの場合において、配合物ａ
）およびｂ）の水性希釈液を用いて真空浸漬（ｖａｃｕｕｍ－ｄｒｅｎｃｈ）させた。浸
漬溶液中のテブコナゾールの濃度と、試験片の中への浸漬溶液の取り込み量を基準にして
、その試験片によって取り込まれた活性化合物の量（保持量）を計算した。それらの試験
片を乾燥させてから、秤量した。他の病原菌による誤ったコロニー化が起きるのを防ぐた
めに、それらの試験片をγ線を用いて滅菌した。
【００７４】
　それらの試験片を木材腐朽性真菌のポリア・プラセンタ（Ｐｏｒｉａ　ｐｌａｃｅｎｔ
ａ）と接触させ、８週間保存した。次いでそれらの試験用木材を洗浄、乾燥して、秤量し
た。重量損失を計算した。６個の試験片の平均値を求めて、それぞれの保持量とした。
【００７５】
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【表４】

【００７６】
　ＥＮ１１３に類似の試験から、添加物１を使用することによって、テブコナゾールの有
効性が増大したことが判る。テブコナゾールの保持量（すなわち、木材によって取り込ま
れた活性化合物の量）が同等の場合には、添加物１を使用した場合には、使用しない場合
よりも重量損失が少なかった。
【００７７】
実施例５：配合物および有効性試験
配合ｃ）以下のものを含む、水乳化性濃縮物（ＥＣ）として配合されたトリアジメホン：
２．５重量％のトリアジメホン、３０重量％のヒマシ油エトキシレート、および６７．５
％の２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノ（２－メチルプロピオネー
ト）（テキサノール（Ｔｅｘａｎｏｌ）（登録商標））、
配合ｄ）以下のものを含む、水乳化性濃縮物（ＥＣ）として配合されたトリアジメホン＋
添加物１：
２．５重量％のトリアジメホン、１０重量％の添加物１（（水／プロピレングリコール）
中８０％強度）、３０％のヒマシ油エトキシレート、および５７．５重量％の２，２，４
－トリメチル－１，３－ペンタンジオールモノ（２－メチルプロピオネート）（テキサノ
ール（Ｔｅｘａｎｏｌ）（登録商標））。
【００７８】
　実施例４において記載したようにして、標準試験ＥＮ１１３に類似の方法で、配合物ｃ
）およびｄ）それぞれについて、木材腐朽性真菌に対する試験におけるそれらの有効性を
調べた。
【００７９】
　それらの試験片を木材腐朽性真菌のコニオフォラ・プテアナ（Ｃｏｎｉｏｐｈｏｒａ　
ｐｕｔｅａｎａ）と接触させ、８週間保存した。実施例４の記載に従って、評価を実施し
た。
【００８０】
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【表５】

【００８１】
　ＥＮ１１３に類似の試験から、添加物１を使用することによって、トリアジメホンの有
効性が増大したことが判る。トリアジメホンの保持量（すなわち、木材によって取り込ま
れた活性化合物の量）が同等の場合には、添加物１を使用した場合には、使用しない場合
よりも重量損失が少なかった。
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